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一当一

日
目
来
年

月
か
ら
ス

タ
ー
ト
日
目

(申:

一
一
議
〉
を
〈
早
)
(
閤
)

わ

!
わ
が
国
に
属
さ
れ
た
最
後
の
社
会
保
障
と
い
わ
れ
た
「
児
童
手
当
」
が
、
五
月
の
衆
参
両

院
で
今
後
の
拡
充
を
望
む
刊
帯
決
議
が
つ
い
に
成
立
し
い
よ
い
よ
来
年
一
月
一
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
「
児
童
手
当
法
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
超
党
派
で
推
進
さ
れ
、
国
民
の
要
望
も
強
く

「
児
童
の
時
代
」
「
教
育
の
時
代
」
と
い
わ
れ
る
今
後
に
と
っ
て
そ
の
創
設
は
大
き
な
意
義

を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
同
法
は
実
施
に
あ
た
っ
て
三
段
階
の
経
過
措
置
を
設
け
て
あ
り
ま
す
た
め
、
①
来

年
一
月
か
ら
四
十
七
年
度
一
ば
い
は
文
給
対
象
を
五
才
未
満
③
四
十
八
年
度
は
十
才
米
満

③
四
半
九
年
四
月
か
ら
は
じ
め
て
法
律
ど
お
り
、
中
学
校
在
学
中
の
子
ど
も
に
も
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

f

山

役
場
民
生
係
で
は
さ
き
に
村
政
委
員
を
通
じ
て
周
知
ね
が
っ
て
お
ま
り
ま
す
が
、
ま
だ
申

し
出
が
少
な
い
の
で
以
下
民
生
係
か
ら
の
説
明
等
を
と
覧
の
上
、
早
め
に
申
し
出
て
い
た
だ

く
よ
う
望
ん
で
お
り
ま
す
。

七、

は
つ
い

(
民
生
係
)

第 19.号

↑
児
童
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
成
一
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
日
本
国
民
一
の
市
町
村
長
に
認
定
請
求
書
を
提
出
し

長
す
る
ζ
と
は
、
園
民
す
べ
て
の
願
い
一
で
十
八
才
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
一
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
認
定

で
あ
り
、
家
庭
と
社
会
が
と
も
に
児
蜜
一
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
以
よ
一
請
求
の
受
付
け
在
始
め
て
お
り
ま
す
の

の
借
金
な
宵
成
に
努
め
る
こ
と
が
望
ま
一
が
五
才
未
満
の
児
重
で
あ
る
こ
と
、
又
一
で
該
当
す
る
と
息
わ
れ
る
方
は
早
目
に

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
施
策
の
ひ
と
つ
と
一
そ
の
世
帯
の
前
年
の
収
入
が
一
定
額
に
一
役
場
担
当
係
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

し
て
待
望
の
児
童
手
当
制
度
が
い
よ
い
一
満
た
な
い
こ
と
。
一
④
児
童
手
当
は
市
町
村
官
民
か
資
格
が

よ
昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
よ
り
発
足
一
@
児
童
手
当
の
額
は
三
人
以
上
の
児
一
あ
る
と
認
定
し
た
人
に
対
し
て
、
昭
和

す
る
こ
と
に
私
り
、
家
庭
生
活
の
安
定
一
室
の
う
ち
出
生
順
に
数
え
て
三
人
目
以
一
四
十
七
年
の
二
月
か
ら
安
弘
ぞ
上
空

と
次
代
を
に
な
う
児
童
の
健
全
育
成
、
一
降
の
児
童
で
昭
和
四
十
二
年
一
月
一
一
日
一
す
。
そ
の
後
は
毎
年
度
大
月
、
十
月
二

資
質
の
向
h
喜
は
か
る
こ
と
を
白
的
と
一
以
降
に
出
生
し
た
者
(
当
初
)
一
人
に
一
月
の
三
回
に
分
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま

し
て
い
ま
す
。

J

一
っ
き
ニ
0
0
0円
で
す
。

F

一
で
の
分
を
支
払
い
ま
す
。

①
児
童
手
当
を
受
げ
る
こ
と
が
で
き
一
@
児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
の
手
続
一
ー
以
上
が
概
要
で
す
が
詳
し
い
こ
と
は

る
入
き
支
給
そ
受
け
る
た
め
に
は
、
住
所
地
一
担
当
係
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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一
帯
臨
調

こ

の

た

び

国

で

は

、

家

庭

生

活

の

安

定

を

は

か

り

児

童

を

健

全

に

酬

育

成

す

る

た

め

に

、

児

童

手

当

を

支

給

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

川

※
支
給
を
襲
貯
ら
れ
る
人
(
支
給
の
要
件
)
川

あ

事

新

引

引

引

刊

一

一

ム

け

引

制

判

l
l」
酬

に

童

一

j
ξ
3
1
3
1一
た
と
え
ば

L
r
H
H
U
H
H
H
M
H
H
H一川

件
児
す
一
人
以
上
の
子
ど
も
記
の
よ
引
な
一
一
孫
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
又
一
川

義

は

ま

一

一

人

ヂ

未

満

子

ど

人

1
5ド
「
官
惟
F
I
l
l
i
-
-一川

の

人

え

一

一

ι日
以
下
町
一
人
l

勺
一
一
一
胡
…
慨
を
養
育
し
て
い
る
兄
又
一
川

ツ

る

ら

一

一

を

養

育

し

て

い

る

一

一

日

間

W
H
H
H
M
M
H
l
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三
沌
二
1
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J

一
ム
閣
臨
尻
町
内
一
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α

h
カ

一

H
H
H
H
H川
H
Hた
と
え
ば
下
れ
い
い
引
い
い
刊
引
い
引
い

13川

こ

て

当

一

一

劃

引

制

叶

ゴ

E
3
E
一
扶
養
親
族
5
人
の
場
合
、
前
一
川

3

一
!
っ
汀
一
日
μ
刊
日
¥
一

MPLo--
一
年
の
収
入
が
二

O
O万
円
以
一
I

C

一
定
額
以
内
の
人
市
片
岡
|
l
l「
相
P
仏

i
l
i
l
i
-
-一川

O
子
ど
も
が
施
設
に
入
所
し
て
い
て
も
児
童
手
当
が
も
ら
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
川

で
市
町
村
役
場
へ
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。

O
国

籍

が

外

国

に

あ

る

方

は

支

給

対

象

と

な

め

ま

せ

ん

。

川

※

見

童

手

当

の

額

川

@

満

5
才
未
満
で
、

3
人

目

以

降

の

子

ど

も

一

人

に

つ

い

て

酬

一
ヶ
月
分
が
一
二
、

0
0
0ぃ
円

で

す

。

川

t

(

例
一

)

3

人
の
子
ど
一
(
例
二

)

4

礼
ぬ
子
沼
附

i
Lも
が
い
る
場
一

F
恥

w
i
l
i
-
-一
も
が
い
1

る
担
夜
間

4
才
轡
ハ
ハ
ハ

l
合

一

一

1
4
A
q
-
-
l一
合

:

川

叩
才

0
1ハオ
人

目

の

こ

3
才

Tハ
ハ
一

3
人
目
と
4

酬

一

泊

5
才
一

ill--lie一
人
目
の
2
人
間

行
才

0
1
1
l
l未
満
の
と
封
一
?
才

o
l
-
-
l一
分
と
し
て
一
川

1
1
1
1
1
1一
は
一
ヶ
月
一
二
一
何

1
4
0
1
1
1
1
1
1
1一
ヶ
月
六
、
。
山

一、

0
0
0円
一

l
1
I
I
l
l
-
-一
O
O円
と
な
川

(

恰

才

未

満

〉

一

で

す

。

一

(

旬

才

未

満

)

一

り

ま

す

o

酬

※

支

給

の

方

法

戸

川

。
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
市
町
村
役
場
に
申
し
出
て
、
市
町
川

村

長

の

認

定

を

受

け

て

く

だ

さ

い

。

川

支
給
要
件
に
合
っ
た
人
で
も
市
町
村
へ
申
し
出
を
し
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
川

必

ず

印

か

ん

を

持

参

し

て

く

だ

さ

い

。

問

。
認
定
さ
れ
れ
ば
毎
月
2
且
・

6
月
・
旬
月
の

5
回
に
わ
け
で
市
町
村
か
ら
官
給
さ
剛

、
れ
ま
す
が
、
昭
和
幻
年
の
T
月
分
と
2
月
分
は
、

3
月
に
支
従
さ
れ
ま
す
4

剛

※

そ

的

他

。
ζ

の
児
童
手
当
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
は
、

5
人
目
以
降
の
叩
才
未
満
の
酬

子
ど
も
に
も
支
給
さ
れ
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
か
ら
は
、

3
人
目
以
降
の
庁
学
校
山

@
中
学
校
に
在
学
中
の
子
ど
も
に
も
支
給
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
次
第
に
範
囲
酬

を
ひ
ろ
げ
て
ゆ
き
ま
す
。

O
公
務
員
(
国
・
地
方
公
共
団
体
・
コ
一
公
社
の
職
員
)
ほ
、
勤
務
先
で
直
接
認
定
・
支
給
酬

が
行
わ
れ
ま
す
o

h

剛

O
く
わ
し
い
乙
と
は
市
町
村
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

j

醐

こ

の

児

童

手

当

の

費

用

は

、

園

。

県

@

市

町

村

@

一

般

事

業

主

が

そ

酬

れ

ぞ

れ

分

担

し

て

い

ま

す

。

子

ど

も

を

心

身

と

も

に

健

や

か

に

育

て

酬

る

よ

う

に

と

い

う

全

国

民

の

願

い

が

こ

も

っ

た

お

金

で

す

。

酬

も

ら

っ

た

児

童

手

当

は

、

子

ど

も

の

健

全

育

成

の

た

め

に

使

わ

れ

ね

酬

ば
な
り
ま
せ
ん
。

. -

十
一
月
十
六
一
人
ク
ラ
ブ
に
割
哨
当
て
た
が
、
そ
の
後
一
最
近
の
老
人
の
座
は
孤
独
で
あ
る
と

日
、
澄
み
き
っ
一
「
昼
食
は
自
弁
で
と
る
か
5
参
加
し
た
一
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
学
級
に
集
ま
っ

た
秋
晴
れ
の
朝
一
い
」
と
の
要
望
が
し
き
り
。
と
う
と
う
一
て
こ
ら
れ
る
老
人
は
、
家
で
働
ら
け
る

紅
葉
も
美
し
い
一
百
名
以
上
の
学
級
に
盛
り
よ
り
、
敬
老
一
方
が
殆
ど
で
あ
る
た
め
か
孤
独
さ
は
な

木
菱
川
、
秋
知
一
会
の
延
長
の
よ
う
な
受
取
り
か
た
が
あ
一
ぃ
。
な
い
と
い
う
よ
り
、
働
ら
く
こ
と

川
の
両
谷
あ
い
一
る
の
で
は
i
iと
当
初
心
配
し
た
こ
と
一
に
よ
り
家
族
や
社
会
と
結
ぶ
っ
き
、
孤

そ
走
る
国
鉄
パ
一
も
杷
憂
と
な
っ
た
。
一
独
を
克
服
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

ス
と
マ
イ
ク
ロ
一
し
た
が
っ
て
学
習
に
も
意
外
の
熱
が
一
ぃ
。
村
内
に
も
独
居
老
入
及
び
老
人
だ

パ
ス
は
、
村
の
一
は
入
り
、
映
画
の
あ
と
の
話
し
合
い
も
一
け
の
世
常
合
せ
て
四
十
名
余
り
の
方
は

老
人
学
級
に
あ
一
発
言
殺
到
。
日
程
最
後
の
講
演
「
老
人
一
た
し
か
に
し
あ
わ
せ
と
は
い
え
な
い
。

つ
ま
る
元
気
な
一
と
生
き
が
い
」
で
は
、
終
始
明
る
い
爆
一
老
人
た
ち
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
、
そ

老
人
た
ち
で
満
一
笑
に
包
ま
れ
、
講
師
の
大
洲
市
図
書
館
一
し
て
何
年
か
後
に
く
る
私
た
ち
の
老
後

員
o

d

一
首
長
宮
元
数
美
先
生
降
壇
さ
れ
る
や
、
忽
一
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
命

最
初
の
蓋
あ
一
ち
握
手
を
求
め
る
老
人
た
ち
が
と
び
出
一
何
を
し
て
あ
げ
、
何
を
し
て
お
く
べ
き

け
は
五
十
名
を
一
す
な
ど
、
さ
か
ん
な
学
習
ぶ
り
で
あ
っ
十
で
あ
ろ
う
か
。
各
地
区
別
に
帰
り
使
の

予

定

し

て

各

老

一

た

。

貸

切

パ

ス

に

乗

り

込

む

老

人

達

そ

見

送

り
な
が
ら
、
こ
の
老
人
達
が
家
に
帰
っ

て
家
族
か
ら
い
た
わ
り
の
言
葉
で
迎
え

ら
れ
、
次
の
学
級
に
も
又
、
優
し
く
送

り
出
し
て
下
さ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
ら

ず
に
お
れ
な
か
っ
た
。

四
十
六
年
十
月
一
日
現
在
、
住
民
基
台

帳
に
登
議
さ
れ
て
い
る
七
十
五
才
以
上

の
老
人
、
又
は
十
月
一
日
割
降
七
十
五

才
に
達
し
た
老
人
で
あ
る
。
国
保
の
被

保
険
者
及
び
そ
の
他
社
会
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
る
こ
と
。

②
十
月
一
日
以
降
に
七
十
五
才
に
達

し
た
者
は
、
村
長
に
「
老
人
医
療
費
給

付
資
格
者
証
」
の
交
付
の
申
請
を
す

る
。
村
長
は
資
格
の
有
無
を
確
認
し
て

「
資
格
者
証
」
を
交
付
す
る
。
(
十
月

一
日
現
在
七
十
五
才
に
達
し
て
い
る
者

は
資
格
者
証
は
交
付
済
)

③
対
象
者
が
診
療
を
受
け
る
場
合
は

保
険
証
と
と
も
に
資
格
者
証
を
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
示
す
る
。
診
療
等
を
受

け
た
場
合
は
「
償
還
方
式
」
で
あ
る
の

で
一
時
窓
ロ
で
一
部
負
担
金
を
支
払
う

④
診
躍
を
受
け
た
対
象
者
は
翌
月
始

め
村
か
ら
「
老
人
医
療
給
付
申
請
書
」

用
紙
を
貰
っ
て
前
月
診
療
を
受
け
た
医

老
人
の
医
療
質
問
題
は
、
経
済
能
力
一
そ
こ
で
国
に
お
い
て
も
、
現
在
、
こ
一
療
機
関
に
お
い
て
所
要
事
項
を
記
入
の

を
失
っ
た
老
人
に
対
し
て
最
近
で
は
扶
一
れ
が
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
一
上
証
明
を
う
け
る
。
(
領
収
証
を
貰
う

養
の
義
務
観
念
さ
え
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
一
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
一
こ
と
」

現
況
の
中
で
老
人
に
と
っ
て
、
又
そ
の
一
り
ま
す
が
、
県
は
こ
れ
ら
の
問
題
の
重
一
@
医
療
機
関
の
証
明
を
受
け
た
対
象

家
族
に
と
っ
て
、
今
や
、
重
要
な
問
題
一
要
性
を
認
め
、
国
よ
り
一
歩
先
ん
じ
て
一
者
は
、
証
明
書
等
、
印
鑑
を
も
っ
て
役

で
あ
り
か
つ
深
刻
な
問
題
で
あ
り
ま
一
十
月
一
日
よ
り
、
県
単
独
事
業
と
し
て
一
場
で
自
己
負
担
額
相
当
額
の
払
戻
し
を

す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
は
、
単
に
一
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
、
手
一
受
け
る
。

老
人
の
要
請
に
対
す
る
の
み
で
な
〈
社
一
続
き
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
一
以
上
が
制
度
の
概
要
で
す
が
詳
し
い

会
全
体
の
要
請
に
も
対
処
す
る
重
要
な
工
、
概
要
と
手
続
き
の
方
法
一
乙
と
は
役
場
民
生
係
ヘ
お
問
い
合
せ
下

課
題
で
あ
り
ま
す
。
↓
一
①
給
付
の
対
象
と
な
る
者
は
、
回
和
一
さ
い
。

あふれる老人の笑顔

*あ貯ほの学級蛤まる*
老
人
医

担
制
度
に
つ
い
て

費
一
公
費
負

級
A同
寸同人老

民生保



ら十 l、
十ニ
日月
ま四
で日
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落
葉
果
樹
は
、
せ
ん
定
し
な
い
で

3iJI--H=EEiiiMili--一=長iIlli--EEHZ

放
任
し
て
お
く
と
、
果
実
は
な
る
け

(
"
閣
へ
段
構
伊
揮
控
匠
遺
骸
乎
叩
内
同
時
〉
君
も
ず
t
M

れ
ど
も
、
小
泉
と
な
り
収
量
は
あ
が

i

一
/
品
物
持
説
闘
関
d
や

-d嚇品
、
ぷ

/
w
(
一

ら

ず

、

中

枝

や

下

校

が

枯

れ

て

し

ま

い
ま
す
。

乙
町
一
週
間
を
国
民
の
ひ
と
り
ひ
と
一
命
が
損
傷
さ
れ
、
暴
力
に
よ
る
人
権
の
一
老
人
の
福
祉
優
先
の
た
め
に
は
、
医
一
そ
こ
で
、
良
い
果
実
を
作
り
、
収

ほ
り
が
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
気
持
ち
一
侵
害
騒
音
、
震
動
、
悪
臭
な
ど
の
公
一
療
の
無
料
化
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
一
量
を
あ
げ
る
た
め
に
、
せ
ん
定
を
す

引
を
身
に
つ
け
る
よ
う
呼
び
か
け
て
お
り
一
害
、
乙
れ
ら
は
何
れ
も
他
人
の
人
命
、
一
の
整
備
充
実
、
在
宅
医
療
対
策
、
年
金
一
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

月

ま

す

J

人
権
と
は
又
聞
が
幸
福
な
生
一
生
活
権
を
軽
視
玄
ζ
と
に
よ
っ
て
起
一
等
の
所
得
保
障
の
充
実
等
が
必
要
で
あ
一
一

l
j
落
葉
樹
の
せ
ん

日
雲
す
る
た
め
に
必
要
な
権
利
」
で
あ
一
き
る
も
の
で
、
つ
ま
り
「
人
権
意
識
」
一
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
こ
~
思
一
定
時
君
、
落
事

情
一
り
「
す
べ
て
の
人
聞
か
生
ま
れ
な
が
ら
一
の
欠
如
に
基
因
す
る
行
為
で
あ
る
と
い
一
わ
た
し
達
個
人
個
人
は
そ
れ
ら
の
諸
施
一
一
斉
ぱ
一
間
中
な
ら
い
つ
で
も

ど
に
し
て
与
え
ら
れ
た
侵
す
こ
と
の
で
き
一
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
策
の
貧
困
を
指
摘
す
る
ま
え
に
、
先
づ
ニ

A
一
良
い
が
、
落
葉
直
後

出
な
い
永
孔
の
権
利
」
で
す
。
一
一
老
人
の
人
権
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
一
敬
老
の
精
神
を
養
な
う
こ
と
に
努
め
こ
?
一
の
十
二
月
か
ら
二
月

積
一
し
た
が
っ
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
一
本
年
は
元
日
早
々
に
松
山
市
内
で
一
人
一
る
乙
と
が
大
切
で
す
。
一
一
み
じ
一
口
う
め
の
せ
ん
定

昭
一
会
を
築
く
た
め
に
は
国
が
立
法
そ
の
他
一
幕
し
の
老
女
が
焼
死
し
た
こ
と
に
生
老
人
問
題
そ
は
じ
め
暴
力
、
交
通
事
ニ
ヂ
一
こ
ろ
ま
で
が
最
も
良
う
め
の
せ
ん
定
は
、
開
花
し
な
い

同

一

一

一

一

司

必

一

い

時

期

で

す

。

一
行
政
の
う
え
で
、
国
民
の
人
権
在
尊
重
一
ま
っ
て
孤
独
老
人
の
焼
死
、
放
火
旦
故
、
公
害
等
を
き
す
る
た
め
こ
ま
、
二

h
H
一

十

二

月

が

適

期

で

す

。

一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
石
、
警
裏
、
震
人
の
な
い
病
死
一
わ
た
し
達
個
人
個
人
が
室
、
引
企
五
割
一
遅
く
な
っ
て
、
商
う
め
の
結
果
習
性
同
一
一
年
生
の

一

w

一

一

b

一
一
証
桝
μ
一
芽
を
は
じ
め
た
時
期

一
ん
で
す
が
、
わ
た
し
達
国
民
の
ひ
と
り
一
扶
養
拒
否
等
結
審
ま
し
た
。
現
在
一
身
体
、
生
活
警
の
人
権
を
尊
重
し
合
二
封
一
枝
に
完
し
、
そ
れ
が
結
果
枝
と
な

一

一

一

〉

こ

明

記

ゆ

一

に

行

う

と

、

栄

養

の

一
ひ
と
り
も
お
五
い
に
他
木
の
入
権
を
尊
一
県
内
で
の
独
居
老
人
は
約
三
、
一
一
ニ

O
一

っ

て

、

他

の

人

に

迷

惑

を

カ

ォ

て

ま

な

二

里

市

川

一

り

ま

す

。

一

一

一

;

l

一
一
』

C
一
損
失
が
多
く
な
り
ま

一
岳
量
一
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
は
一

O
人
を
数
え
る
実
情
で
も
あ
り
ま
す
。
一
ら
ぞ
と
1

う

気

持

ち

こ

散

し

て

こ

そ

二

臨

夜

一

結

果

枝

は

、

も

も

と

ち

が

い

、

長

一

一

一

川

b

、

1

4

1

ニ
謝
舟
一
す
の
て
な
る
べ
く

J

ベ
一
一
一
回
ろ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
わ
た
し
達
は
「
老
人
は
社
会
的
に
一
明
る
し
住
み
よ
し
盟
想
的
な
社
会
カ
つ
一
一
一
叶
村
一
果
枝
よ
り
、
三

1
一
0
セ
ン
チ
程
度

一

一

一

一

一

露

札

ゴ

一

早

く

実

施

す

る

こ

と

一
わ
た
し
遠
の
身
体
、
生
命
、
財
産
、
一
も
一
経
済
的
に
も
ま
た
肉
体
的
こ
も
君
、
一
く
ら
れ
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。
一
一
議

m
k
一

の

短

果

枝

に

よ

く

果

実

を

つ

け

る

の

一
生
活
権
等
員
長
官
、
基
本
的
一
立
場
に
あ
る
」
と
い
う
こ

L
E第
二
十
一
ニ
回
「
人
権
週
間
」
を
迎
え
干
同
」
が
大
切
で
す
。
で
、
結
果
宮
き
つ
け
る
よ
う
な

一
人
権
の
一
つ
と
し
て
憲
法
で
最
大
の
保
一
と
も
に
「
現
在
の
文
化
社
会
そ
築
い
た
一
る
に
あ
た
り
、
い
ま
一
度
「
人
権
」
と
一

H
く

り

の

せ

ん

定

せ

ん

定

を

し

ま

し

ょ

う

。

一
障
が
与
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
一
功
労
者
で
あ
る
」
と
い
う
と
と
を
十
分
一
い
う
乙
と
に
つ
い
て
再
認
識
し
、
自
分
一
く
り
の
せ
ん
定
は
ほ
か
の
果
樹
ほ
う
め
は
、
せ
ん
定
か
強
く
な
る
と

一
こ
れ
ら
個
人
の
基
本
的
人
権
は
他
か
一
に
認
識
し
て
、
敬
愛
の
精
神
を
深
め
な
一
の
権
利
を
守
る
よ
う
心
掛
け
る
と
と
も
一
ど
勝
明
治
な
せ
ん
定
を
す
る
必
要
は
な
徒
長
枝
が
発
生
し
、
結
果
量
が
少
な
一

一
ら
事
わ
れ
た
り
、
損
な
わ
れ
た
り
す
る
一
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
老
人
も
ま
一
に
、
そ
れ
以
上
に
他
人
の
人
権
を
暫
重
一
い
が
、
樹
の
内
部
に
光
線
が
ス
ら
く
な
り
ま
す
の
で
、
日
照
不
足
な
ど
一

乙
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
一
た
自
主
回
顧
し
「
若
い
者
と
の
呈
す
る
気
持
ち
を
も
ち
た
い
と
念
願
い
た
一
な
く
な
る
と
、
樹
の
外
側
だ
け
に
に
な
っ
て
、
枯
枝
を
生
じ
な
い
程
一
裕
一
ー
す
l
ジ
、
気
分

E
-

A
」
し
、
喜
一
六
の
問
題
と
し
て
町
や
村
で
は
一
の
相
異
を
諦
観
す
る
」
ょ
う
心
掛
け
て
一
し
ま
す
。
内
一
結
果
し
で
収
量
が
あ
が
ら
な
く
な
り
度
に
、
残
せ
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
枝
一
山
エ
|
シ
ョ
ン
そ
言
い
ま
す
。

一
運
転
者
、
歩
行
者
、
管
理
者
の
不
注
意
一
い
た
だ
い
て
、
お
互
い
が
協
調
し
合
わ
一
松
山
地
方
法
務
局
一
ま
す
。
を
残
す
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
一
疲
労
を
な
く
す
る
、
ま
た
は
専

一
に
よ
る
交
通
事
故
に
よ
っ
て
多
く
の
人
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
一
そ
こ
で
、
大
き
い
枝
な
ど
も
適
度
す
。
一

回

・

・

1
r
z
z自由
z
g
E
P包
-
・

4-uZZE---Zよ
m
-
Z
E
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b
z
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a
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z
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v
E
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E
z
-
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4
t
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Z
園

一
川
河
辺
村
役
場
か
ら
約
百
五
十
メ
l

た
ま
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
紫
色
の
濃
い
で
あ
る
が
、
橋
づ
め
の
橋
が
お
そ
ら
繍
綴
線
鶴
繍
総
繍
機
関
線
綴
織
総
論

一

山

縦

闘

機

盤

機

騒

JM

一
川
ト
ル
ば
か
り
の
小
道
宇
佐
登
っ
て
ゆ
く
屋
地
石
積
み
の
下
は
、
昔
は
日
の
木
蓮
が
咲
い
て
い
て
、
遠
い
昔
話
く
流
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
天
織
機
翻
糊
糠
繍
鱗
鍛
勝

一
恥
寸
J
|
|
」
と
、
松
本
春
殖
さ
ん
宅
平
か
ら
橋
づ
め
に
通
う
大
通
り
で
あ
り
か
け
今
の
一
世
を
は
か
な
ん
で
い
る
明
七
年
四
月
二
十
五
日
又
は
寛
政
八
開
繍
撒
齢
鰍
機
卿
蹴
醐
繍
鰍
離
側
協
叶

醐

・

開

燃

協

ぬ

総

綴

鞠

燃

側

鋭

機

樹

齢

燃

機

縦

隊

総

吋

E
由

r

山

一

見

竺

が

あ

る

。

そ

の

宅

地

よ

り

、

ゲ

ジ

ノ

尾

を

お

り

で

大

成

方

面

か

の

よ

う

で

あ

る

。

年

八

月

十

一

日

で

あ

ろ

う

か

(

筆

者

減

繍

錦

繍

麟

麟

鱗

機

織

ぬ
鰍
機
織
鱗
繍
機
織

q

「

ト

し

り

十

メ

ー

ト

ル

ほ

ど

上

か

ら

橋

づ

め

に

来

る

要

路

と

も

な

っ

今

は

昔

の

こ

と

、

鎌

倉

幕

府

の

執

は

寛

政

八

年

八

月

の

頃

と

思

う

の

で

燥

機

騒

機

欝

v

「
l
l
l」
の

段

に

、

西

明

寺

の

屋

て

い

た

の

で

あ

る

。

権

だ

っ

た

北

条

時

頼

は

考

え

あ

っ

て

あ

る

)

鰍

鱗

側

欄

繍

鰍

機

繍

鰯

繍

轍

鮒

榔

脚

"

一

内

¥

一

敷

跡

が

あ

る

。

今

日

で

は

、

寺

屋

地

に

約

一

反

半

霊

童

き

、

僧

侶

と

な

っ

て

諸

国

害

復

旧

し

橋

を

架

け

替

え

る

時

間

繍

麟

鱗

鱗

糊

麟

鰍

鵬

「
l
i
l
-

昭
和
十
八
年
の
台
風
位
粟
と
桑
畑
に
変
っ
て
お
り
、
段
々
を
巡
り
地
方
の
需
を
視
察
し
、
幕
の
こ
と
で
あ
る
。
堰
や
橋
の
一
復
旧
は
鱗
鰯
鱗
翻
麟
鱗
鰍
鶴
川

U
1
Uて
そ

れ

ま

で

建

っ

て

畑

が

あ

た

り

一

面

に

続

い

て

い

る

。

府

に

献

一

五

し

て

北

条

氏

の

震

を

助

春

夏

秋

は

出

来

な

い

の

で

、

農

閑

時

議

機

灘

機

一
番
一
い
た
霊
が
た
お
れ
た
彦
、

gaie--244一一一一日，
i
j
j
i
l
i
a
-
i
i

で

も

あ

る

冬

向

き

の

水

の

疏

れ

の

少

一

心

開

総

機

機

鱗

機

μ

に
J
ま

ま

復

旧

も

さ

れ

ず

、

留

日

明

A
y
v額
五

口

↓

な

い

時

候

を

選

ば

な

け

れ

ば

な

ら

な

知

機

騒

恥
ゆ

E
U

一

例

繊

鰍

総

機

阪

線

総

?

ぷ

級

制

鴇

棚

号…瓦一
M
H
U
ぺ
向
日
沼
市

Lit滞
E

一

一

一

一

滴

十

ぃ

十

の

大

{

子

橡

谷

が

橡

谷

十

と

言

繍

灘

鱗

畿

一

門

下

川

三

川

し

垣

が

寺

屋

地

跡

に

残

っ

寺

の

跡

か

ら

は

橋

づ

め

、

松

の

窪

け

た

と

言

わ

れ

て

い

る

。

っ

て

い

た

頃

の

庄

屋

場

戸

円

空

機

関

総

錦

繍

に

ι…

1

川

寸

|

斗

て

い

る

、

そ

し

て

往

時

橡

谷

、

赤

ケ

滝

部

落

も

一

回

に

見

う

そ

か

誠

か

そ

れ

は

知

ら

ぬ

が

、

い

う

人

で

こ

の

庄

屋

が

大

変

な

熱

意

小

館
ー
川
一
騨
出
一
を
し
の
ぶ
古
い
石
段
が
え
、
水
も
近
く
に
あ
り
条
件
の
良
い
時
頼
が
乙
の
地
に
来
遊
し
て
寺
を
建
と
犠
牲
を
は
ら
っ
て
こ
の
橋
を
完
成

川

口

い

己

く

ず

れ

か

か

っ

て

雑

草

所

と

い

え

る

。

寺

跡

と

い

っ

て

も

、

て

た

。

よ

っ

て

寺

芝

西

明

言

称

し

た

の

で

橋

名

を

つ

け

る

際

に

関

係

い

ーっパ
l
j
J
が

繁

り

、

風

化

に

耐

え

さ

し

た

る

古

木

も

老

樹

も

な

く

、

も

し

、

又

一

本

の

松

を

記

念

に

植

え

た

者

逮

は

、

感

謝

の

気

持

ち

-

を

こ

め

て

小

一7閉
+
酔
胡
一
か
ね
た
石
地
一
蔵
版
尊
が
数
ち
ろ
ん
植
一
松
松
と
い
う
地
名
の
起
乙
り
と
い
う2。
だ
か
ら
こ
の
地
方
才
中

「にH什
い
じ
体
襲
散
ら
白
ば
つ
子
て
て
、
流
襲
転
を
毒
物
語
雪
る
入
金
道
西
覇
明
時
襲
頼
が
誕
植
一
え
え
走
た
村
芝
(
今
注
は
大
李
{
字
子
植
悪
松
)
エ
と
い
写
う
よ
考
う
と
祈
哲
り
、
円
、
永
氷
議
橋
と
皐
名
づ

3けた
Eと
い

川

の
乙
の
世
だ
よ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
と
い
う
松
も
す
で
に
な
い
。
に
な
つ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
う
。
(
次
号
に
つ
づ
く
)

感
つ
で
ご
ざ
る
の
が
、
た
い
そ
う
い

f

寺
の
あ
る
頃
か
ら
あ
っ
た
も
の
か
そ
の
後
、
久
し
く
後
の
世
の
こ
と
文
化
財
保
護
委
員
名
本
勅
温

の
間
引
き
ゃ
、
樹
を
間
伐
、
縮
伐
を

行
な
っ
て
、
樹
の
内
部
に
も
結
果
す

る
よ
う
な
樹
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す。
現
在
の
地
区
内
の
、
園
の
状
態
を

み
る
と
、
思
い
切
っ
た
間
伐
、
縮
伐

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
日
の
疲
れ
は
今
日
の
う
ち
に
と
る
一
少
な
く
す
る
為
に
は
、

の
が
、
疲
労
の
上
手
な
回
復
法
で
あ
り
一
て
睡
眠
と
栄
養
を
宜
分
と
り
、
健
康

ま
た
、
正
常
な
身
体
な
の
で
す
。
刊
一
な
状
態
に
し
て
お
く
。

疲
労
と
は
、
身
心
を
使
用
す
る
こ
と
一
就
寝
時
聞
が
遅
れ
る
と
大
脳
の
興

に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
耗
さ
れ
、
一
替
が
高
ま
り
、
十
二
時
以
降
は
一
般

分
解
残
物
が
休
内
に
蓄
積
さ
れ
た
状
態
一
に
睡
眠
効
果
が
減
少
し
ま
す
。

を
号
一
口
い
ま
す
。
、
一
過
労
は
、
睡
眠
が
不
定
型
と
な
り

疲
労
に
は
、
肉
体
的
疲
労
と
精
神
的
一
次
の
過
労
を
誘
導
し
ま
す
。

疲
労
が
あ
り
、
正
常
な
疲
労
は
、
健
康
一
二
、
な
ご
や
か
な
家
族
関
係
そ
作
り
、

人
が
身
心
そ
動
か
し
た
場
合
に
生
ず
る
一
精
神
を
安
定
さ
せ
て
お
く
。

当
然
の
疲
労
が
、
睡
眠
と
か
休
憩
に
よ
一
三
、
家
族
の
協
力
が
得
や
す
い
家
庭
を

つ
で
も
と
の
状
態
に
返
り
、
病
的
疲
労
一
つ
く
っ
て
お
く
ζ
と。

は
、
当
然
の
結
果
の
疲
労
が
睡
眠
や
休
一
回
、
無
駄
宇
佐
な
く
す
る
。

=つ=
一一、車

貯
留
、一一

態
に
よ
っ
て
回
復
せ
ず
体
内
に
蓄
積
さ
一
五
、
仕
事
は
熟
練
し
、
リ
ズ
ム
感
を
持

れ
た
状
態
を
言
い
ま
す
。
一
っ
て
す
る
。
流
れ
に
の
る
。

疲
労
の
回
復
方
法
は
大
き
く
分
け
て
一
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
ま
し

一
般
的
疲
労
回
復
法
と
、
誘
導
的
疲
労
一
ょ
う
。

回
復
法
の
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
一
特
に
家
事
労
働
は
、
精
神
的
な
疲
労

一
般
的
疲
労
回
復
法
と
は
、
休
養
一
が
大
半
を
し
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

(
休
憩
、
睡
眠
、
休
日
、
休
暇
)
、
栄
一
心
の
持
ち
一
方
で
改
善
出
来
る
こ
と
な
の

養
を
と
る
こ
と
を
言
い
、
誘
導
的
疲
労
一
で
、
心
を
お
お
ら
か
に
持
ち
ま
し
ょ

旦
復
訟
と
は
、
散
歩
、
柔
軟
体
操
、
入
一
う
。
そ
し
て
、
健
康
で
明
る
い
家
庭
を

.ν
ク
一
築
き
ま
し
ょ
う
。

労
を

最
近
、
配
電
線
近
く
の
建
築
現
場
や
一
か
っ
て
い
る
」
「
電
線
に
物
が
か
3

つ

一

ヵ

-

編

集

聾

か

ら

宅
地
造
成
の
作
業
中
に
建
築
材
な
ど
が
一
て
い
る
」
な
ど
、
異
状
を
見
聞
き
さ
れ
一

電
線
に
接
触
し
た
り
、
ダ
ン
プ
カ
ー
や
一
た
時
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
一
九
月
末
で
返
職
い
た
し
ま
し

ブ
ル
ト
l
ザ
!
が
電
柱
や
支
線
を
引
掛
一
知
ら
せ
を
受
け
ま
す
と
停
電
の
未
然
一
た
。
立
村
以
来
二
十
年
の
問
、
公

け
て
線
路
を
損
傷
す
る
事
例
が
多
数
お
一
防
止
が
で
き
ま
す
し
、
又
停
電
し
て
も
一
私
に
わ
た
り
と
温
情
を
戴
き
ま
し

き
て
お
り
ま
す
C

4

一
事
故
捜
査
が
早
く
な
り
、
停
電
時
間
も
一
た
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
在
申
し
ょ

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
事
故
停
電
と
一
短
縮
さ
れ
ま
す
の
で
何
分
の
と
協
力
を
一
、
げ
、
将
来
と
も
相
変
ら
ぬ
ご
厚
情

な
っ
て
一
般
ご
家
庭
に
大
変
ご
迷
惑
を
一
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
よ

か

け

た

り

、

最

悪

の

場

合

は

作

業

者

や

一

げ

ま

す

。

一

般

通

行

人

が

感

電

さ

れ

る

危

険

が

多

一

名

本

勅

滋

分

に

あ

り

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

配

電

一

十

月

一

日

付

の

異

動

で

再

び

公

線

の

近

く

で

建

築

工

事

、

土

木

工

事

、

'

一

民

館

勤

務

を

命

ぜ

ら

れ

ま

し

た

。

樹

木

の

伐

採

な

ど

さ

れ

る

場

合

は

必

ず

微

力

を

恥

入

っ

て

お

り

ま

す

が

、

四

国

電

力

ま

で

と

連

絡

下

さ

い

。

初

心

に

か

え

っ

て

勉

強

い

た

し

た

ご

相

談

の

う

え

適

当

な

防

護

処

置

を

い

と

存

じ

ま

す

。

よ

ろ

し

く

お

願

明

い

た

し

ま

す

。

い

申

し

ょ

げ

ま

す

。

一

な

お

「

電

線

が

切

れ

て

い

る

」

「

電

公

民

館

戸

蕪

明

…

』
線
か
ら
火
が
出
た
」
「
電
柱
が
倒
れ
か

i 

(
大
洲
箆
業
改
良
普
及
所
)

~.' 

錦、

慢割哩野喧喧

月
十
i
簡
素
な
服
装
で
出
席
を
i
i

来
年
一
月
十
五
臼
は
成
人
式
で
す
。
昭
和
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
方
で
、
河
辺
村
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
次

の
二
十
六
名
の
方
が
該
当
さ
れ
ま
す
。
若
し
、
名
簿
も
れ
の
方
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
公
民
館
宛
と
連
絡
下
さ
い
。計

二

大

名

男
子

一
三
名

女
子

一
三
名

簿

部日 落| 氏 名 |部落| 氏 名

大
、成 森川龍治 )1¥ l よ 五頭清信

11 宮間 昇 11 松尾美智子

出 iロx 富永八重子 11 上野繁富

11 向井孝子 熊の坂 柴閏智秋

赤ケ滝 新 徳男 坂 本 水沼祐子

11 城 I戸文子 竹の瀬 滝本なおみ

二久保 戸田郁子 栄 北地富美雄

横 山 熊野三子 11 中野博子

11 上久保 守 輩、江 梶川真理川子

宮 谷 4志向 昇 天 神 松本良一

11 福見千鶴子 Il 滝宮 lアユミ

日 除 清水美孝 r 周の山 栄野美代子

JH 上 新 1 一富 日其川| 永田 l健生

名者人成年7 4 
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